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東京電力福島第 一 原発の 事故によ り､ わ たしたちの住む東北地方は放射能 に汚染されて しまい ました ｡ 今後長き

にわたり, こ の放射能と向き合いながら暮らして いかな けれ ばなりませ ん｡
一 方 で ､ 青森県六ヶ所村では ､ 原発の使用済核燃料か らプル トニ ウムを取り出す再処理 工場の 本格稼働が来年

2 0 1 2 年に予定されてい ます｡
｢ 原発が通常運転で 1 年間に放出する放射能を, た っ た 1 日 で海や空 に捨て る｣ と

いわれる再処理 工場の本格稼働を許せば,
さらに放射能汚染が広が っ て い く ことは明らかです ｡

予想を こえる放射能汚染を日にして ､ もはや原発も核燃サイクル もい らない ! とい う声は､ これまで無関心だっ

た人たちも含め広範な広がりをみせて い ますo こ のうね りをさらに広げ, これ以上わた したちの 故郷を汚さない た

め に､ 緊急の講演会を企画 しま した ｡

広河隆
一

さんはチ ェ ル ノブイリを長年取材され , 今回 も震災直後か ら福島現地 にはい っ て , 子 どもたちを守る こ

とを訴えて い ます｡ また, 永田文夫さんは岩手で長年放射性廃棄物の 問題にとりくまれ､ また六ヶ所の 再処理 工場

の 危険性にいちはやく警鐘をなら して こられ ました ｡

こ のお 二 人のお話を聞きながら､ 今度は私たちが どうや っ て原発､ そ して核燃サイクルを止 めるの かを ともに考

え, 行動して い く機会に したい と考えて い ます｡

ぜひ多く のみな さま､ とりわけ若い 方々が ご参加くださるようお待ちして い ます｡ ( なお､ 予約 ･ 前売りが会場

の 定員に達しましたら, 予約は締め切らせて いただきます)

◆広河隆 一 さん プロフ ィ ー ル

w叩‥■■…W
… フ ォ ト ･ ジ ャ

ー ナリスト0 月刊誌 ｢ D A Y S J A P A N ｣ 編集長｡

≡1 9 6 7 年に早大卒業後､ イス ラエル に渡る｡ 7 0 年帰国｡ 中東問題と核問題を中心 に取材

≡を重ね る ｡
I O J 国際報道写真コ ン テス ト (本部ベ ルリ ン) の 大賞 ･ 金賞をはじめ ､ 講談

社出版文化賞､ 日本写真協会年度賞,
よみ うり写真大賞､ 相模原賞､ サ ンケイ児童出版

文化賞, ノスタルギア賞､ 早稲田ジャ ー

ナ リズム大賞, 土 門拳賞な ど多数受賞｡

｢新版パ レス チナ｣ ｢ 核の大地｣ ｢龍平の未来｣ ｢チ ェ ル ノブイリ と地 球｣ ｢ チ ェ ルノブイリ

消えた 4 5 8 の村｣ ｢ 写真記録パ レス チナ｣ ｢ 破断層｣ な どの ノ ン フ ィク シ ョ ン ､ 写真集､ 小説,

訳書を約 4 0 冊出版｡
また ｢チ ェ ル ノブイリ 2 0 年目の 歌声｣ ｢ 素敵な宇宙船地球号- はばたけ命の翼｣ な ど中東､

核関係の T ･Ⅴ 報道番組も約 6 0 本制作｡ チ ェ ルノブイリ子 ども基金顧問｡ パ レス チナ の子供の里親運動顧問｡ パ レ

スチ ナ子 どもの キ ャ ンペ ー ン顧問｡ 日本写真家協会 ･

日本写真協会会員｡ 月刊誌 ｢ D A Y S J A P A N ｣ は 0 9 年度日

本写 真家協会黄を受賞｡

最新著書 ｢ 暴走する原発 チ ェ ルノブイリか ら福島 へ これ から起こる本当の こ と｣ 小学館(2 0 1 1 / 5 / 2 0 発売)

◆永田文夫さん プロ フ ィ ー ル

可｢ 三陸の海を放射能から守る岩手の 会｣ 世話人 ｡

i 1 9 6 4 年か ら工業化学科の 教員として岩手県内の 工業高校に勤務. 勤務校で は化学クラブの 生徒

チ育と水質調査､ 大気汚染調査を行う.
1 9 9 2 年か ら定年まで県立 の病弱養護学校で化学､ 数学な ど

を教える｡ 現在､ 日本アイ ソト ー プ協会滝沢村医療用放射性廃棄物処理 工場の村委監視委員(1 9

8 8 . 5 か ら) , 不登校や 引き こもりの若者の N P O 施設 ｢ ボランの 広場｣ 理事｡
2 0 0 5 年 2 月 に ｢ 三

陸の海を放射能から守る岩手の 会｣ を設立 し､ 世話人を務めるo

【三陸の海を放射能から守る岩手の 会の これ まで の主な活動】

I 2 0 0 5 年 1 0 月 岩手県議会 へ提出した ｢ 三陸の海を放射能汚染か ら守る請願｣ が議員全員
一 致で 採択される ｡

･ 2 0 0 7 年 1 1 月 国 (経産省, 環境省､ 農水省) へ 全国署名 ｢ 海に空に放射能を流さな い で｣ を 9 2 3 8 7 筆提出 ( 追

加 1 月提出計 1 0 6 3 1 4 筆)

I 2 0 0 8 年 1 0 月 岩手県議会 へ ｢ 岩手県を六 ヶ所再処理 工場の放射能汚染から守る こと につ い て の 請願｣ を提出o

中身は高レベ ル廃液が環境に漏れ 出さない ように安全管理の 徹底を求めてい る｡ これ は
4 = 4 の 同数になり委員長

裁決で不採択｡

･ 2 0 1 0 年 1 月 総理大臣 ( 内閣府) へ 全国署名

｢ 海に空 にこれ以上放射能汚染を広げない よう再

処理工場の稼働凍結を求める署名｣ を提出 ( 9 5 4 9 2 筆)
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